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挑
戦
と
継
続
で
輝
く
町
づ
く
り

２
０
１
５
年　

年
頭
あ
い
さ
つ

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
平
成
27
年
の
新

春
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
、
郷

土
出
身
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
年
１
月
１
日

徳
之
島
町
長　

高
岡　

秀
規

昨
年
の
本
町
は
、
大
型
台
風
の
襲
来
に

よ
る
農
作
物
等
へ
の
被
害
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
が
、
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ

に
お
い
て
は
生
産
者
と
関
係
機
関
が
収
穫

面
積
の
拡
大
に
努
め
た
こ
と
で
、
３
期
連

続
の
不
作
か
ら
回
復
が
見
込
ま
れ
る
な
ど

明
る
い
兆
候
が
現
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
奄
美
群
島
振
興

開
発
特
別
措
置
法
の
延
長
が
決
ま
り
、
新

た
に
創
設
さ
れ
た
交
付
金
事
業
に
よ
り
航

空
路
・
航
路
運
賃
等
の
低
減
が
図
ら
れ
、

我
々
群
島
民
の
長
年
の
要
望
が
実
現
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
の
国
会
に
お
い
て
地
方
創

生
法
案
が
可
決
さ
れ
、
地
域
の
実
情
を
反

映
し
た
地
域
振
興
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

私
は
か
ね
て
よ
り
、
我
々
が
暮
ら
す
外
海

離
島
に
は
都
市
部
と
同
様
の
経
済
理
論
は

向
か
な
い
と
申
し
上
げ
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
活
性
化
へ
向
け
た
企
画
案

を
自
ら
策
定
し
、
着
実
に
実
行
す
る
意
欲

が
問
わ
れ
る
は
ず
で
す
。

具
体
的
に
は
、
農
業
に
お
い
て
は
農
家
の

皆
様
の
経
営
感
覚
の
醸
成
が
重
要
で
す
。
消

費
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
価
値
あ
る
商
品
を

提
供
す
る
こ
と
で
販
売
力
の
向
上
に
つ
な
が

る
よ
う
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。
更
に
、
漁
業

と
の
連
携
に
よ
る
販
売
網
を
築
き
両
産
業
の

伸
長
を
目
指
し
ま
す
。
今
後
も
、
教
育
の
振

興
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
教
育
水
準
の
向

上
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な
げ

て
参
り
ま
す
。

一
方
、「
奄
美
・
琉
球
」
の
世
界
自
然
遺

産
登
録
に
つ
い
て
は
、
奄
美
群
島
の
国
立
公

園
指
定
の
遅
れ
か
ら
世
界
遺
産
へ
の
登
録
目

標
年
も
一
年
先
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
過

程
に
お
い
て
多
く
の
住
民
が
島
の
自
然
の
豊

か
さ
と
貴
重
さ
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
島
の
〝
宝
〟
を
後
世

へ
如
何
に
引
き
継
い
で
行
く
べ
き
か
、
島
民

一
体
で
考
え
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
政
策
を
実
現
し
町
発
展
を
推
進

で
き
る
よ
う
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
と

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
、
郷
土
出
身
の
皆
様
方
に
と

り
ま
し
て
、
本
年
が
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。
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「
第
２
回
徳
之
島
町
地
区
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
」（
町
・
町
教
育
委
員
会
・
町
体

育
協
会
主
催
）
は
11
月
16
日
、
町
花
徳
支

所
か
ら
亀
津
ま
で
の
８
区
間
、
15
・
６
㎞

を
コ
ー
ス
に
開
か
れ
ま
し
た
。
沿
道
で
多

く
の
住
民
が
声
援
を
送
る
中
、
13
チ
ー
ム

の
選
手
１
０
４
名
が
全
力
で
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。

大
会
は
、
町
内
11
地
区
の
対
抗
。
亀
津

南
区
は
、
オ
ー
プ
ン
参
加
２
チ
ー
ム
を
含

む
３
チ
ー
ム
体
制
で
臨
み
ま
し
た
。
１
区

で
区
間
賞
の
鶴
野
文
乃
選
手
の
リ
ー
ド
を

生
か
し
た
中
区
が
５
区
ま
で
１
位
を
保
っ

た
も
の
の
、
６
区
で
南
区
の
澤
村
洋
飛
選

手
が
先
頭
に
出
る
と
、
７
区
の
春
山
聖

選
手
、
８
区
の
豊
島
真
輝
選
手
と
も
に
区

間
賞
を
獲
得
す
る
力
走
を
見
せ
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
。
初
の
栄
冠
を
奪
取
し
ま
し
た
。

総
合
成
績
は
下
記
の
通
り
で
す
。

１
位
：
南
区
（
59
分
51
秒
）

２
位
：
中
区
（
１
時
間
１
分
52
秒
）

３
位
：
神
嶺
（
１
時
間
２
分
27
秒
）

■区間賞

１区 鶴野　史乃 ３分 31 秒 中区 新記録

２区 前田　真京 ６分 18 秒 中区 新記録

３区 喜多川大地 11 分 26 秒 神嶺 新記録

４区 四蔵　文夫 ８分 23 秒 南区Ａ

５区 宮上　真紀 ４分 01 秒 北区 新記録

６区 田畑　　瞬 11 分 03 秒 亀徳

７区 春山　　聖 ４分 53 秒 南区Ａ

８区 豊島　真輝 ７分 01 秒 南区Ａ笑顔で迎える観客の中をトップでゴールする豊島真輝選手

第 5走者が次々と到着する第 4中継所 南区Ｂと神嶺チームの接戦

喜多川大地選手の選手宣誓
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町
総
合
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー
「
美
農
里

館
」
で
11
月
22
日
、「
第
２
回
食
と
農
林

漁
業
の
祭
典
キ
マ
イ
祭
り
in
２
０
１
４
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
館
外
に
は
大
勢
の

住
民
が
訪
れ
、
新
鮮
な
野
菜
と
魚
な
ど
の

買
い
物
や
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞

わ
れ
、
舞
台
で
の
演
奏
や
露
店
な
ど
が
一

部
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
昼
前
後
の
時
間

は
天
候
が
回
復
。
さ
と
う
き
び
重
量
当
て

ク
イ
ズ
や
郷
土
菓
子
作
り
体
験
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
屋
台
な
ど
が
多
く
の
人
々

で
に
ぎ
わ
い
、
食
事
や
体
験
型
の
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
徳
之
島
の

夢
あ
る
農
業
絵
画
展
や
子
供
た
ち
の
食
育

活
動
写
真
展
な
ど
の
展
示
前
で
は
、
来
場

者
が
足
を
止
め
興
味
深
い
様
子
で
鑑
賞
し

て
い
ま
し
た
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
11
月
16
日
、「
書

き
損
じ
ハ
ガ
キ
回
収
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
沢
山
の
人
が
、
未
使
用
の

ハ
ガ
キ
な
ど
の
寄
付
に
来
場
し
、
有
志
で

行
わ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し

た
。同

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
は
今
年
で
14
回

目
。
書
き
損
じ
の
ハ
ガ
キ
２
７
２
３
枚
や

切
手
２
９
０
枚
、
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー

７
本
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
24
台
が
集
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
ユ
ネ
ス
コ
を
通
し

世
界
の
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

あ
た
た
か
い
ご

寄
付
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

書き損じハガキ回収チャリティーコンサート
一枚のはがきが変える教育環境

「
第
31
回
徳
之
島
町
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」（
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）
は
11

月
21
日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し

た
。
福
祉
施
設
利
用
者
や
関
係
団
体
な
ど

か
ら
参
加
し
た
約
４
０
０
名
が
、
互
い
に

助
け
合
い
な
が
ら
競
技
し
爽
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
町
田
喜
男
会
長

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
き
、
町
内
３
地
区

対
抗
の
「
50
ｍ
走
」
で
競
技
を
ス
タ
ー
ト
。

「
輪
投
げ
」
や
「
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
」、「
ゆ
っ

く
り
い
そ
げ
」
な
ど
16
種
目
で
競
い
ま
し

た
。
内
容
が
一
新
さ
れ
、
写
真
入
り
の
番

号
札
に
記
載
さ
れ
た
衣
装
を
着
用
し
て

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
「
お
母
さ
ん
と
仲
良
く
」

で
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
服
装
で
踊
る
選
手
の

姿
に
、
会
場
中
で
笑
い
が
広
が
り
ま
し
た
。

始
終
和
や
か
に
大
会
は
進
み
、
地
区
別
で

は
母
間
～
手
々
の
黄
組
が
優
勝
し
ま
し
た
。

福祉スポーツ大会

互いに手をたずさえて

第 2回食と農林漁業の祭典
みのりの秋。島の宝再発見！

町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
11
月
30
日
、
第
21

回
健
康
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
健

康
で
過
ご
す
た
め
の
講
演
や
各
種
測
定
、

展
示
や
試
食
な
ど
の
催
し
に
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
高
齢
者
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま

り
、
楽
し
み
な
が
ら
自
分
に
合
っ
た
健
康

へ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
た
よ
う
で
し
た
。

講
演
で
は
、
伊
仙
町
「
ほ
ー
ら
い
館
」

健
康
運
動
指
導
士
の
竹
下
勝
博
さ
ん
が

「
今
日
か
ら
始
め
る
健
康
体
操
」
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。
血
圧
の
上
昇
や
腰
な
ど

へ
の
負
担
に
配
慮
し
た
指
導
に
年
配
の
人

も
率
先
し
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

第 21 回健康まつり
広げよう！健康の「WA」

参
加
者　
　

仲　

健
次
さ
ん
（
北
区
）

「
健
康
ま
つ
り
は
一
年

に
一
回
、
健
康
に
つ
い

て
考
え
る
貴
重
な
機
会
」

と
話
し
ま
し
た
。

健
診
結
果
は
、
週

に
三
回
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
お
か
げ
で
良
好

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
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徳
之
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡

協
議
会
が
「
か
ご
し
ま
の
〝
食
〟
活
動

大
賞
（
食
育
活
動
部
門
）」
を
授
賞
し
、

同
協
議
会
代
表
の
當
英
子
さ
ん
が
鹿

児
島
県
知
事
よ
り
表
彰
状
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

町
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議

会
は
「
食
改
さ
ん
」
の
愛
称
で
呼
ば

れ
、
ピ
ン
ク
の
エ
プ
ロ
ン
が
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
。
乳
幼
児
の
離
乳
食
か
ら
高

齢
者
向
け
の
食
事
（
食
べ
や
す
く
消
化

の
良
い
料
理
）
や
、
働
き
盛
り
の
若

い
人
を
対
象
と
し
た
脳
卒
中
予
防
（
減

塩
レ
シ
ピ
）
の
調
理
実
習
、
地
域
サ
ロ

ン
や
親
子
料
理
教
室
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し
た
料
理
講
習
会
な
ど
「
食

と
健
康
」
に
関
す
る
講
話
や
実
習
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
昭
和
49
年
４
月

の
発
足
以
来
40
年
間
、
地
域
住
民
の
食
生
活
改
善
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

11
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
健
康
ま
つ
り
で
来
場
者
へ
受
賞
を
報
告
。
会
場
で
は
、

食
育
ク
イ
ズ
や
減
塩
レ
シ
ピ
の
試
食
、
郷
土
の
お
か
し
作
り
体
験
な
ど
を
行
い
、
減

塩
に
つ
い
て
主
婦
の
相
談
へ
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
健
康

ま
つ
り
に
は
県
広
報
課
も
訪
れ
、「
食
改
さ
ん
」
の
活
動
を
取
材
し
て
い
ま
し
た
。

「
郷
土
の
味
を
若
い
世
代
に
受
け
継
い
で
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
で
始
ま
っ
た
活
動
の
輪
は
毎
年
広
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
く
郷
土
色
ゆ
た
か

で
健
康
的
な
食
事
が
、
た
く
さ
ん
の
食
卓
に
あ
ふ
れ

る
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
そ
う
で
す
。

健
康
ま
つ
り
で
県
広
報
課
が
行
っ
た
取
材
内
容
に
つ

い
て
は
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
南
日
本
放
送
「
ふ
る
さ
と
か
ご
し
ま
」

平
成
27
年
１
月
17
日
（
土
）

午
前
11
時
15
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
の
放
送
予
定
で
す
。

郷土の味を若い世代に！
＝かごしまの “食 ” 活動大賞＝

兄弟あわせて 786 歳！
南原出身の福兄弟、故郷の徳之島へ町農業の振興に尽力

故上野秀次さん叙勲

上
野
秀
次
さ
ん
（
故
人
）
が
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
勲
七
等
青
色
桐
葉
章
勲
五
等
瑞
宝
章

を
叙
勲
し
、
上
野
さ
ん
の
ご
遺
族
が
役
場
町

長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

上
野
さ
ん
は
、
昭
和
25
年
に
旧
東
天
城
村

議
会
議
員
に
就
任
し
て
以
来
、
23
年
に
わ
た

り
町
政
に
尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
農
業

委
員
会
委
員
や
町
農
業
協
同
組
合
の
理
事
な

ど
を
歴
任
。
町
の
農
業
振
興
へ
の
多
大
な
る

業
績
が
認
め
ら
れ
、
叙
勲
と
な
り
ま
し
た
。

徳
之
島
町
南
原
出
身
の
福
さ
ん
兄

弟
が
12
月
７
日
、
故
郷
の
徳
之
島
に

来
島
し
ま
し
た
。
福
さ
ん
兄
弟
は
、

男
４
人
女
６
人
の
10
人
兄
弟
。
67
歳

か
ら
88
歳
ま
で
の
大
兄
弟
は
現
在
も

全
員
ご
健
在
。
全
員
の
年
齢
を
合
計

す
る
と
７
８
６
歳
に
な
る
そ
う
で
す
。

子
や
孫
、
ひ
孫
な
ど
１
０
０
人
に
も

及
ぶ
家
族
が
集
ま
り
、
久
々
の
団
ら

ん
を
に
ぎ
や
か
に
楽
し
み
ま
し
た
。

母
校
の
尾
母
小
中
学
校
で
は
「
福

家
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」
を

開
催
。
10
人
兄
弟
は
、
生
ま
れ
た
番

号
入
り
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
お
そ
ろ

い
で
身
に
つ
け
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ゴ
ル
フ
大
会
後
の
懇
親
会
も

開
か
れ
、
久
々
の
再
会
を
喜
び
、
一

族
の
健
康
を
祝
い
ま
し
た
。
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農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
平
成
27
年
２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
我

が
国
農
林
業
の
生
産
構
造
、
就
業
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

農
山
村
の
実
態
を
総
合
的
に
把
握
し
、 

農
林
行
政
の
企
画
・
立
案
・
推
進
の

た
め
の
基
礎
資
料
を
作
成
し
、
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
５
年
ご
と
に

行
う
調
査
で
す
。

若
者
た
ち
が
希
望
を
持
て
る
農
林
業

の
施
策
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

○
意
見
交
換
会
及
び
個
別
相
談

 （
個
別
相
談
：
希
望
者
３
名
様
ま

で
要
予
約
）

■
申
込
締
切　

１
月
13
日
（
火
）

巡
回
医
療
相
談
（
難
病
全
般
）

を
右
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

１
月
19
日
（
月
）

１
時
30
分
～
４
時

■
場
所　

天
城
町
役
場
４
階

「
ユ
イ
の
里
ホ
ー
ル
」

☎
85
―
３
１
１
１

■
対
象
者　

徳
之
島
保
健
所
管
内

難
病
全
般
の
患
者
・
家
族
、
関

係
者

■
内
容

○
交
流
会
及
び
講
話

「
難
病
と
の
つ
き
あ
い
方
（
仮
題
）」

 

講
師　

鹿
児
島
県
難
病
談
・
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長　

 

福
永　

秀
敏

1/10
～

2/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
１
月
10
日　

13
時
30
分
～

セ
ミ
ナ
ー
「
意
外
と
し
ら
な
い

ネ
コ
の
は
な
し
」
※
ｐ
12

（
東
区
公
民
館
）

■
１
月
11
日　

10
時
～

セ
ミ
ナ
ー
「
意
外
と
し
ら
な
い

ネ
コ
の
は
な
し
」

（
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

■
１
月
12
日　

８
時
30
分
～

学
力
向
上
対
策
試
験
（
中
学
生
）

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
１
月
18
日　

９
時
～

徳
之
島
町
子
ど
も
会
大
会

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
１
月
25
日　

13
時
～

公
民
館
講
座
学
習
フ
ェ
ア

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
１
月
26
日
～
30
日

ネ
コ
の
不
妊
手
術
（
無
料
）

（
伊
仙
町　

旧
徳
之
島
農
業
高
校
）

■
２
月
15
日

島
口
・
島
唄
の
祭
典

（
町
文
化
会
館
）

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関
係
機

関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

難
病
に
つ
い
て
心
配
ご
と
を
ご
相
談
下
さ
い

難
病
巡
回
医
療
相
談
（
難
病
全
般
）
に
つ
い
て

健康

■
申
込
先

徳
之
島
保
健
所

担
当
：
山
口

☎
82
―
０
１
４
９

(

月
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時)

鹿
児
島
県
難
病
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
相
談
課　

担
当
：
永
山

☎
０
９
９
―
２
１
８
―
３
１
３
３

(

火
曜
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を

除
く　

午
前
９
時
～
午
後
４
時)

環境

ネ
コ
を
お
飼
い
の
方
へ

猫
の
不
妊
手
術
（
無
料
）
の
申
込
み
受
付
中
！

徳
之
島
三
町
で
は
、
公
益
財
団

法
人
ど
う
ぶ
つ
基
金
の
協
力
を
得

て
下
記
の
日
程
で
今
年
度
第
２
回

目
の
猫
の
無
料
不
妊
手
術
事
業

を
行
い
ま
す
。
今
回
も
全
島
で

５
０
０
頭
の
手
術
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
の
で
、
下
記
予
約
先
に
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

旧
徳
之
島
農
業
高
校 

理

科
実
験
室
（
伊
仙
町
）

■
手
術
日　

１
月
26
日
（
月
）

～
30
日
（
金
）

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

■
対
象　

オ
ス
、
メ
ス
と
も
飼
い

猫
、
野
良
猫
の
別
を
問
わ
な
い
。

飼
っ
て
は
い
な
い
が
、
自
宅
あ

る
い
は
周
辺
に
居
つ
い
て
い
る

と
い
っ
た
猫
も
対
象
で
す
。

■
内
容　

① 

不
妊
手
術
、
②
三

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
③
ノ

ミ
・
ダ
ニ
を
駆
除
、
予
防
す
る

レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
処
置
（
通

常
３
万
円
相
当
か
か
り
ま
す

が
、
今
回
は
無
料
で
受
け
ら
れ

ま
す
）

■
メ
リ
ッ
ト

・
猫
は
年
に
３
回
も
出
産
し
、
多

く
の
子
猫
は
成
長
す
る
前
に
死

ん
で
い
る
が
、
こ
れ
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。

・
猫
が
大
人
し
く
な
り
、
お
し
っ
こ

の
臭
い
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。

・
夜
中
に
猫
の
鳴
き
声
で
悩
ま
さ

れ
る
こ
と
が
な
く
な
る
。

・
無
料
の
予
防
接
種
と
ノ
ミ
ダ
ニ

の
予
防
が
で
き
る
。

■
デ
メ
リ
ッ
ト

・
不
妊
手
術
済
で
あ
る
証
と
し
て
、

耳
に
小
さ
な
カ
ッ
ト
を
入
れ

る
。
猫
に
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
予
約
先
】

町
住
民
生
活
課
☎
82
―
１
１
１
１

天
城
町
町
民
生
活
課
☎
85
―
５
３
３
６

伊
仙
町
環
境
課
☎
86
―
３
１
１
１

※
一
般
の
受
付
は
基
本
的
に
午
前

中
と
し
、
引
き
取
り
は
夕
方
に

お
願
い
し
ま
す
。
午
後
か
ら
持

ち
込
む
場
合
は
、
翌
日
引
き
取

り
な
り
ま
す
。

【
注
意
点
】

①
前
日
か
ら
、
水
、
食
事
を
さ
せ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
獣
医
師
等
に
か
み
つ
く
危
険
が

あ
り
ま
す
の
で
、
猫
は
、
洗
濯

ネ
ッ
ト
等
に
く
る
ん
で
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。
※
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
始
ま
り
ま
す

統計
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を
表
示
し
た
り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
で

寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
に
関
し

て
寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

●
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
ま
た
は
そ
の
支
部
に
対
す

る
も
の
は
除
か
れ
ま
す
。

④
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）
が
、
選
挙
区
内
に

あ
る
者
に
対
し
て
、
花
輪
・
供
花
・
香
典
・
祝
儀
や
、

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
出
し
た
り
、
後
援
団
体
の
設

立
目
的
に
よ
り
行
わ
れ
る
行
事
や
事
業
に
関
す
る
寄
附

を
す
る
と
、
そ
の
時
期
や
名
義
の
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず

処
罰
さ
れ
ま
す
。

⑤
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

政
治
家
は
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、
答
礼
の

た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
・
暑
中
見

舞
状
等
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報
等
も
含
む
）
を

出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の
禁
止

政
治
家
や
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）
が
、
選

挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、
主
と
し
て
あ
い
さ
つ
を

目
的
と
す
る
有
料
の
広
告
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま

す
。
政
治
家
や
後
援
団
体
に
対
し
、
あ
い
さ
つ
を
目
的

と
す
る
有
料
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

町
選
挙
管
理
委
員
会

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
６
１
）

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
！

政
治
家
に
寄
付
は
禁
止
、
有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

選挙

問

年始年末は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンですが、 政治家が選挙区内の

人に、 お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。

また、 有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも禁止されています。 下記の①から④まで

及び⑥の項目によって処罰されると、 公民権停止※の対象となります。

寄附禁止のルールを守って明るい選挙を実現させましょう。
※「 公民権停止」 とは？　選挙への立候補、 選挙での投票、 選挙運動への参加等が禁止されること。

政
治
家
と
有
権
者
の
ク
リ
ー
ン
な
関
係
を
保
ち
お
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

①
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
寄
付
を

す
る
こ
と
は
、
そ
の
時
期
や
名
義
の
い
か
ん
に
関
わ
ら

ず
、
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政

治
家
以
外
の
者
が
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
も

罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
や
親
族
に
対
す
る
も
の
及

び
政
治
教
育
集
会
に
か
ん
す
る
必
要
や
む
を
得
な
い

実
費
の
補
償
」
は
、
禁
止
の
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

（
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
実
費
の
補
償
の
う
ち
、
食

事
や
食
事
料
の
提
供
は
禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
対
象
と

な
り
ま
す
）。

●
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結
婚
披
露
宴
に
お
け

る
祝
儀
、
葬
式
や
通
夜
に
お
け
る
香
典
は
違
法
で
す

が
、
罰
則
の
対
象
か
ら
は
除
か
れ
て
い
ま
す
。（
選
挙

に
関
し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
、
通
常
一
般
の
社
交
の

程
度
を
越
え
て
い
る
場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
）。

②
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
よ
う
勧
誘
や
要
求
す

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
家
を
威
迫
し
て
、

あ
る
い
は
、
政
治
家
の
当
選
ま
た
は
被
選
挙
権
を
失
わ

せ
る
目
的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ
る
団
体
や
会
社

が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、
政
治
家
の
氏
名
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世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
歩
み
　
第
９
回

徳
之
島
、
天
城
、
伊
仙
の
３
町
で
は
、
共
通
の
「
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
平
成
24
年
９
月
１
日
に
施
行
し
ま
し
た
。
同
条
例
の

施
行
に
伴
い
、
島
内
の
希
少
野
生
動
植
物
の
中
か
ら
、
島
な
ら
で
は
の
固
有
種
や

生
息
数
が
少
な
い
も
の
、
盗
採
の
恐
れ
が
あ
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
専
門
家
の
意

見
な
ど
を
参
考
に
「
徳
之
島
自
然
保
護
協
議
会
」
で
検
討
し
、
捕
獲
や
採
取
を
禁

止
す
る
希
少
野
生
植
物
26
種
と
昆
虫
５
種
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

条
例
は
、
徳
之
島
に
生
息
・
生
育
す
る
野
生
の
動
植
物
は
、
世
界
的
に
見
て
も

貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
生
態
系
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

島
民
が
一
体
と
な
っ
て
そ
の
保
護
に
努
め
、
後
世
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
目
的

で
す
。

今
回
は
上
記
26
種
の
中
か
ら
、
冬
場
に
開
花
し
違
法
な
採
取
が
懸
念
さ
れ
る
希

少
植
物
を
紹
介
し
ま
す
。

【
冬
季
に
開
花
す
る
希
少
植
物
】

島
の
中
央
部
を
北
部
か
ら
南
部
に
連
な
る
天
城
岳
と
井
之
川
岳
、
犬
田

布
岳
や
そ
の
周
辺
に
広
が
る
常
緑
広
葉
樹
林
に
は
、
数
多
く
の
希
少
動
植

物
が
生
息
し
ま
す
。
奄
美
群
島
は
日
本
の
他
の
地
域
に
比
べ
て
カ
ン
ア
オ

イ
の
種
類
が
多
く
、
島
内
で
は
ハ
ツ
シ
マ
カ
ン
ア
オ
イ
な
ど
４
種
類
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
ゆ
っ
く
り
成
長
し
分
布
域
を
広
げ
る
た
め
、

生
物
進
化
史
を
示
す
植
物
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
徳
之
島
固
有
種
の
オ
オ
ア
マ
ミ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
を
含
む
テ
ン

ナ
ン
シ
ョ
ウ
類
は
、
原
始
的
な
形
態
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
奄
美
諸
島
と
大

陸
が
古
い
時
代
に
陸
続
き
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
種
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
島

内
に
は
希
少
動
植
物
に
限
ら
ず
多
く
の
固
有
種
が
自
生
し
て
お
り
、
生
態

系
保
全
の
た
め
に
も
保
護
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
（
）
内
の
「
国
：
」
は
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
の
分
類
で
す
。

写
真
：
中
村
正
弘
氏

■トクノシマテンナンショウ
（国：絶滅危惧Ⅰ A 類）
徳之島固有種
サトイモ科
花期：１～２月ごろ
常緑広葉樹林下の林床に生える
多年草。仏炎苞（ブツエンホウ）
は紫褐色、花序（カジョ）付属
体は細く円柱形で葉は深緑色で、
筒部口辺の耳垂（ジスイ）が発
達し、舷部（ゲンブ）は細長く
前屈している。
絶滅危惧の主要因：園芸採取、
自然遷移、産地極限など

■オオアマミテンナンショウ
（国：絶滅危惧Ⅰ A 類）
徳之島固有種
サトイモ科
花期：１～２月ごろ
隆起サンゴ礁上の人里近くの茂
みに生える大型の多年草。小葉

（ショウヨウ）は幅広く深緑色、
葉柄（ヨウヘイ）・花径（カケイ）・
仏炎苞（ブツエンホウ）とも緑
色で舷部（ゲンブ）が長い。
絶滅危惧の主要因：湿地開発、ダ
ム建設、産地極限など

■アマミテンナンショウ
（国：絶滅危惧Ⅰ B 類）
奄美大島・徳之島固有種
サトイモ科
花期：１～２月ごろ
常緑広葉樹林内に生える多年草
で、高さ 20 ～ 50cm。葉は鳥足
状で通常は 2 枚、小葉（ショウ
ヨウ）は 11 ～ 21 枚になり、花
は紫を帯びた緑色をしている。仏
炎苞（ブツエンホウ）は上方に
向かってやや太くなる。
絶滅危惧の主要因：園芸採取、森
林伐採など
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神
之
嶺
小
学
校
と
県
道
を
挟
ん
だ
海
側
に
あ
る

「
ハ
チ
ノ
ミ
ネ
」
と
呼
ば
れ
る
山
の
横
に
広
が
る

「
シ
キ
マ
ン
ト
ゥ
遺
跡
」
か
ら
は
、
縄
文
時
代
の

甕カ
メ

形
土
器
や
弥
生
時
代
の
宇
宿
上
層
式
や
喜
念

Ⅰ
式
の
土
器
が
多
く
出
土
し
、
更
に
古
墳
時
代

ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
竪
穴
住
居
跡
と
無
紋
土
器

も
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
く
よ
り
人
々

の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。そ

の
よ
う
な
神
之
嶺
集
落
を
琉
球
王
朝
時
代
末

期
（
江
戸
時
代
に
入
る
前
）、
按ム
ラ

司オ
サ

と
し
て
治
め
て

い
た
「
ウ
シ
シ
ギ
ャ
」
を
祭
る
神
社
が
、「
カ
ン
ニ

ン
ウ
シ
シ
ギ
ャ
デ
ラ
」
で
す
。「
カ
ン
ニ
ン
」
と
は
、

古
く
か
ら
呼
ば
れ
て
い
た
神
之
嶺
の
地
名
で
、
ウ

シ
シ
ギ
ャ
は
武
芸
に
優
れ
て
人
望
も
厚

く
、
集
落
外
に
広
く
名
前
が
知
れ
渡
っ

て
い
た
人
物
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
承
に
よ
る
と
、
琉
球
王
の
命
令
に

よ
り
首
里
城
で
武
芸
試
合
が
行
わ
れ
た

際
に
、
自
ら
の
代
役
と
し
て
出
場
し
た

ウ
シ
シ
ギ
ャ
の
息
子
「
坊
次
兼
（
ボ
ウ

ジ
ガ
ネ
も
し
く
は
ボ
ウ
タ
ガ
ネ
呼
ば
れ

る
）」
が
殺
さ
れ
た
こ
と
か
ら
琉
球
王

府
に
恨
み
を
抱
き
、
１
６
０
９
年
の
薩

摩
藩
琉
球
侵
攻
で
は
薩
摩
方
に
組
み
す

る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
秋
徳
湊
（
現
亀
徳
港
）
に
薩
摩
軍

が
攻
め
寄
せ
て
来
る
と
、
地
元
勢
に
合
流
し
て

激
し
く
抵
抗
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
戦
い

で
戦
闘
に
加
わ
っ
た
多
く
人
が
亡
く
な
っ
た
こ

と
を
悔
や
み
、
自
宅
に
戻
る
と
自
害
し
た
と
す

る
説
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ウ
シ
シ
ギ
ャ
の
墓
は
、
神
社
か
ら
約
２
０
０

メ
ー
ト
ル
の
小
高
い
林
の
中
に
あ
る
積チ
ン

石シ

墓バ
カ

で
、

棺
を
地
中
に
埋
め
ず
砂
や
小
石
な
ど
で
囲
み
、
そ

の
周
囲
を
琉
球
石
灰
岩
で
覆
い
隠
す
と
い
う
構

造
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
但
し
、
内
部
の
構
造

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
は
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
町
内
で
は
、
現
在
も
祭
ら
れ

て
い
る
唯
一
の
積
石
墓
で
す
。

町
内
史
跡
巡
り　
　

第
９
回
＝
神
之
嶺
集
落
＝

住民に尊崇されていたウシシギャを祭る神社

〔井之川集落の文化財〕
神之嶺ウシシギャ墓

※町内の文化財・史跡についての
お問い合わせ先　町郷土資料館

☎ 82―2908

■オオバカンアオイ
（国：絶滅危惧Ⅰ B 類）
奄美大島・徳之島固有種
ウマノスズクサ科
花期：12 ～５月ごろ
常緑広葉樹林下の林床に生える
大型の多年草。卵状心形の葉は
大型で厚く、長さ 10 ～ 19cm。
花は緑がかった紫色や濃い紫色
をしている。
絶滅危惧の主要因：園芸採取、森
林伐採など。

■トクノシマカンアオイ
（国：絶滅危惧Ⅱ類）
徳之島固有種
ウマノスズクサ科
花期：３～４月ごろ
常緑広葉樹林下の林床に生える
大型の多年草。卵状三角形で、
長さ５～ 10cm。中型のカンアオ
イでがく筒中央部がやや膨らみ、
花は淡い紫褐色をしている。
絶滅危惧の主要因：園芸採取、薬
用採取など

■タニムラカンアオイ
（3 町指定希少野生動植物）
徳之島固有種
ウマノスズクサ科
花期：２～４月ごろ
常緑広葉樹林下の石灰岩土壌に
生える多年草。緑色の葉は光沢
があり、花の内側が白く円形の
輪ができるのが特徴で、「シラユ
キカンアオイ」の別名がある。
絶滅危惧の主要因：園芸採取、森
林伐採など
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≪各集落町県民税申告相談日時≫
集落名 日　時 時　間 会　場
手　々 2 月 2 日（月） 10：30 ～ 11：30 手々福祉会館
金　見 2 月 2 日（月） 13：00 ～ 15：00 金見公民館
山　里 2 月 3 日（火） 10：30 ～ 11：30 山里公民館
内千川 2 月 3 日（火） 13：00 ～ 15：00 山公民館
港　川 2 月 3 日（火） 13：00 ～ 15：00 山公民館
轟　木 2 月 4 日（水） 10：30 ～ 11：30 轟木公民館
　畦　 2 月 4 日（水） 13：00 ～ 15：00 畦公民館
上花徳 2 月 5 日（木） 9：30 ～ 11：30 上花徳研修館
新　村 2 月 5 日（木） 13：00 ～ 14：00 新村公民館
前　川 2 月 6 日（金） 9：30 ～ 11：30 前川生活館
花時名 2 月 6 日（金） 13：30 ～ 16：00 花時名公民館
大　当 2 月 9 日（月） 9：30 ～ 11：30 大当公民館
反　川 2 月 9 日（月） 13：30 ～ 15：30 反川公民館
池　間 2 月 10 日（火） 9：30 ～ 11：30 うどぅいし浜いこいの家
下久志 2 月 10 日（火） 13：30 ～ 15：00 下久志青少年会館
旭ヶ丘 2 月 12 日（木） 10：00 ～ 11：30 旭ヶ丘公民館
井之川 2 月 12 日（木） 13：30 ～ 15：00 井之川公民館
神之嶺 2 月 13 日（金） 10：30 ～ 11：30 神之嶺公民館
諸　田 2 月 13 日（金） 13：30 ～ 16：00 諸田公民館
徳和瀬 2 月 16 日（月） 9：30 ～ 11：30 老人憩いの家
亀　徳 2 月 16 日（月） 13：30 ～ 16：00 亀徳地区振興センター
北　区 2 月 17 日（火） 9：30 ～ 11：30 北区公民館
東　区 2 月 17 日（火） 13：30 ～ 15：30 東区公民館
南　区 2 月 18 日（水） 9：30 ～ 11：30 南区公民館
中　区 2 月 18 日（水） 13：30 ～ 15：30 中区生活館
尾　母 2 月 19 日（木） 9：30 ～ 11：00 尾母公民館
大原 1 2 月 19 日（木） 13：30 ～ 14：30 大原 1 団地集会場

大原 2・白井 2 月 19 日（木） 15：00 ～ 15：30 大原 2 団地集会場
南　原 2 月 19 日（木） 15：00 ～ 15：30 南原集会場

町内全域 2 月 20 日～ 3 月 16 日 8：30 ～ 17：00 役場税務課・花徳支所

税務課からの

お知らせ
平成27年度

町県民税申告受付

町県民税の申告に
ついて
平成 27 年 2 月 2 日
～平成 27 年 3 月 16 日
※土曜日・日曜日・祝日除く

町 県 民 税 の 申 告 は、
町県民税や国民健康保
険税の課税資料の基と
なるとともに、税金の
証明書の発行や、各種
手当ての受給者資格の
判定や支給額の算定等
をするための資料にな
ります。
【お問い合わせ先】

徳之島町役場　税務課

☎ 82―1111

( 内線 143）

●申告が必要な人
１月１日現在で徳之島町に住所があり、前年中に所得がある人は、申告の必要があります。
①営業、農業、保険外交員等の事業所得がある人
②地代、家賃等の不動産所得がある人
③給与所得者で、勤務先から町へ給与支払報告書が提出されない人
④生命保険契約等に基づく個人年金等の雑所得がある人
⑤生命保険等の満期金等の一時所得がある人
⑥国民健康保険に加入している人や、所得に関する証明書を必要とする人
⑦公的年金のみの人で、人的控除（配偶者控除・扶養控除等）や社会保険料控除等（生命保険料控除・

医療費控除等）内容に変更がある人で、所得税の確定申告をされない人
⑧収入がなく、同一世帯の家族の控除対象になっていない人
⑨給与所得者で、給与以外の所得が２０万円以下の人は、所得税の確定申告は不要ですが、町県民税の

申告は必要です。
●申告をしなくてよい人
①所得税の確定申告をした人
②給与所得のみで、勤務先から給与支払報告書が提出されている人
③公的年金のみの人（ただし、医療費・生命保険料控除等の所得控除を受ける場合は申告が必要です。）
④収入がなく、同一世帯の家族の控除対象になっている人
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防災

日
頃
か
ら
の
備
え
を
！

地
震
・
津
波
に
備
え
る

●申告に必要なもの
①印鑑
②給与・年金等の源泉徴収票（原本）
③事業所得者（農業・営業等）および不動産所得者は、収支に関する書類（収支内訳書・帳簿・領収書等）
④各種保険料の支払証明書（生命保険・個人年金・地震保険・国民年金等）
⑤医療費を支払った人は、病院等の領収書
⑥寄附金を支払った人は、地方公共団体等の受領証
⑦障がい者控除を受けようとする人は、障がい者手帳等
⑧学生の人は、学生証等
※税務署から申告書類が届いている方は、確定申告相談会場にて相談受付を行ってください。
≪確定申告相談（大島税務署）≫

対象地区 月　　日 受付時間 会　場

徳之島三町

3 月 2 日（月） 14：00 ～ 16：00
徳之島町生涯学習センター

2 階ホール
3 月 3 日（火） 9：00 ～ 16：00

3 月 4 日（水） 9：00 ～ 12：00

家
屋
の
耐
震
化
や
家
具
の
固
定
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認
な
ど

日
頃
か
ら
の
地
震
・
津
波
に
対
す
る
備
え
が
大
事
。

地震が陸地に近い所で発生した場合、地震の発生と同時に津波が襲来することがあります。

強い揺れを感じた場合には、津波警報の発表を待たずに直ちに安全な場所に避難するのが鉄則。

緊
急
地
震
速
報

地
震
発
生
後
、
地
震
波

が
２
点
以
上
の
地
震
観

測
点
で
観
測
さ
れ
、
最

大
震
度
が
５
弱
以
上
と

予
想
さ
れ
た
場
合
に
発

表
し
ま
す
。
緊
急
地
震

速
報
は
、
震
源
に
近
い

地
域
で
は
、
強
い
地
震

動
の
到
達
に
間
に
合
わ

な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

津
波
警
報
・
注
意
報

気
象
庁
は
、
地
震
発
生
か
ら
約
３

分
で
津
波
警
報
・
注
意
報
を
発
表

し
ま
す
。
地
震
の
規
模
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
）
が
８
を
超
え
る
よ
う

な
巨
大
地
震
に
対
し
て
は
、
最
初

に
発
表
す
る
大
津
波
警
報
や
津
波

警
報
で
は
、
予
想
さ
れ
る
津
波
の

高
さ
を
「
巨
大
」
や
「
高
い
」
と

い
う
言
葉
で
発
表
し
、
非
常
事
態

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞

き
し
た
時
に
は
、
周
囲

の
状
況
に
応
じ
て
、
あ

わ
て
ず
に
ま
ず
身
の
安

全
を
確
保
す
る
。

津
波
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
時

・
海
岸
付
近
か
ら
離
れ
る
。

津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
時

・
安
全
な
高
台
に
避
難
し
、
津
波

警
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
警
戒
す

る
。

地震発生

直後

約 3 分

対 応

対 応

（名瀬測候所資料）
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長
崎
税
関
で
は
、
皆
様
か
ら

の
「
密
輸
に
関
す
る
情
報
」
の

提
供
を
常
時
お
願
い
し
て
お
り
、

密
輸
摘
発
の
貴
重
な
手
が
か
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
不
審
な
話
」
や
「
う
わ
さ
」

を
耳
に
さ
れ
ま
し
た
ら
、
税
関

へ
一
報
お
願
い
し
ま
す
。

税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.cu

stom
s.

go.jp/nagasaki/

密
輸
ダ
イ
ヤ
ル
（
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０
―
４
６
１
―
９
６
１

・
伊
仙
町　

伊
仙

13
時
30
分
～
15
時

２
．
講
師　
　

伊
藤
圭
子　

獣

医
師
（
奄
美
動
物
病
院
）

３
．
対
象　

 

徳
之
島
島
民
（
特

に
ネ
コ
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
）

４
．
申
し
込
み　
　

 

不
要

５
．
参
加
費　
　
　

 

無
料

※
当
日
、
飼
い
猫
の
持
ち
込
み

は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

環
境
省
徳
之
島
自
然
保
護
官

事
務
所

０
９
９
７
―
85
―
２
９
１
９

担
当
：
吉
野
、
渡
邊

税
関
密
輸
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

の
ご
案
内

問 問

国保

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ
で
す

70
歳
未
満
の
方
の
高
額
療
養
費
等
の
自
己
負
担
限
度
額
の
所
得
区
分
に
つ
い
て

国民健康保険法施行令の一部が改正され平成２７年１月１日から所得区分が細分化となり、低
所得者に配慮した上で負担能力に応じた限度額が設定されるようになります。

現在、下記の金額を自己負担限度額としています。

区分 限度額（3 回目まで） 限度額（4 回目以降）

上位所得者
150,000 円

83,400 円医療費が 500,000 円を超えた場合
150,000 円 +（医療費の総額－ 500,000 円）× 1％

一般

80,100 円

44,400 円医療費が 267,000 円を超えた場合
80,100 円 +（医療費の総額－ 267,000 円）× 1％

住民税
非課税世帯 35,400 円 24,600 円

平成 27 年 1 月 1 日より

区分 限度額（３回目まで） 限度額（４回目以降）

旧ただし書き所得
901 万円超

２５２，６００円＋
（医療費の総額－８４２，０００円）×１％ １４０，１００円

旧ただし書き所得
600 万円超

901 万円以下

１６７，４００円＋
（医療費の総額－５５８，０００円）×１％ ９３，０００円

旧ただし書き所得
210 万円超

600 万円以下

８０，１００円＋
（医療費の総額－２６７，０００円）×１％ ４４，４００円

旧ただし書き所得
210 万円以下 ５７，６００円 ４４，４００円

住民税非課税世帯 ３５，４００円 ２４，６００円
※旧ただし書き所得＝総所得金額等から基礎控除額を差し引いた額

町健康増進課　国民健康保険係
☎ 82 － 1111（内線 136）

問

セ
ミ
ナ
ー
「
意
外
と
知

ら
な
い
、
ネ
コ
の
は
な

し
」
参
加
者
募
集
！

環
境
省
徳
之
島
自
然
保
護
官

事
務
所
で
は
、
平
成
26
年
度
『
奄

美
自
然
ふ
れ
あ
い
行
事
』
と
し

て
、
セ
ミ
ナ
ー
「
意
外
と
知
ら

な
い
、
ネ
コ
の
は
な
し
」
を
開

催
し
ま
す
。

徳
之
島
の
宝
で
あ
る
貴
重
な
生

き
物
た
ち
が
今
、
野
生
化
し
た
ネ

コ
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
生
化
し
て
し
ま
う
ネ
コ
を
減
ら

し
、
ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
守
る
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
ネ
コ
と
い
う
動
物

を
理
解
し
、
飼
い
主
さ
ん
が
適
切

に
飼
育
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
奄
美
動
物
病
院
か

ら
講
師
を
お
招
き
し
、
身
近
な
存

在
に
も
関
わ
ら
ず
意
外
と
知
ら
れ

て
い
な
い
ネ
コ
の
生
態
や
適
切
な

飼
育
方
法
等
を
解
説
し
ま
す
。

１
．
日
時
・
場
所

○
平
成
27
年
１
月
10
日
（
土
）

・
亀
津
東
区
公
民
館

13
時
30
分
～
15
時

・
天
城
町　

ユ
イ
の
里
ホ
ー
ル

16
時
～
17
時
30
分

○
平
成
27
年
１
月
11
日
（
日
）

・
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
時
～
11
時
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お問合せ先：徳之島町総合食品加工センター
美農里（みのり）館

住所：〒 891―7111　徳之島町徳和瀬 615―1
電話番号：0997―83―4111
Email：chiikiei@tokunoshima-town.org
徳之島町地域営業課公式 facebook ページでも、
美農里館の情報を発信しています。
http://www.facebook.com/chiikiei.tokunoshima

美農里館だより 1 月号

あけましておめでとうございます。
カフェみのり館では現在、冬季限定の「あったか一人鍋」を提供しています。

具材のひとつであるじゃが豚は、モチモチした食感

が特徴の生地で、ジューシーなお肉を包んでいます。

具だくさんで、野菜もたくさん摂れる一人鍋です。

心も体も温まる徳之島の食材で寒い季節を乗り切り

ましょう。

徳之島市場ウェブサイトでも美農里館オリジナ
ル商品をご購入できます。

http://tokunoshima-waido.com/

教
育
委
員
会
だ
よ
り

授業力を高める！
～徳之島三町複式・極小規模校研修会、

校内研修～

12
月
１
日
（
月
）
に
山
小
学
校
に
て
徳

之
島
三
町
複
式
・
極
小
規
模
校
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

徳
之
島
地
区
の
三
町
か
ら
47
名
の
教

職
員
等
の
参
加
が
あ
り
、
１
・
２
年
、
５
・

６
年
の
２
ク
ラ
ス
で
算
数
の
授
業
公
開

が
あ
り
ま
し
た
。
複
式
学
級
で
は
、
２

学
年
の
学
習
を
１
つ
の
教
室
で
行
う
た

め
、
効
率
的
な
指
導
方
法
に
つ
い
て
、

熱
心
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
後
半
に
行
わ
れ
た
授
業
研
究
で

は
、
各
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

12
月
５
日
（
金
）
に
神
之
嶺
小
学
校

６
年
生
教
室
で
校
内
研
修
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
国
語
科
の
説
明
文
の
読
み
取
り

の
授
業
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
取

り
組
み
、
文
章
や
資
料
か
ら
自
分
の
考
え
を
明
確

に
し
て
、
表
現
し
よ
う
と
す
る
姿
が
み
え
ま
し
た
。

町
内
各
小
・
中
学
校
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
授
業
力
を

向
上
さ
せ
る
た
め
校
内
研
修
を
行
い
、
指
導
力
を
高

め
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

※
今
年
度
も
徳
之
島
町
学
力
向
上
対
策
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

■
中
学
生
対
象　

平
成
27
年
１
月
12
日
（
月
）

会
場
：
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
小
学
生
対
象　

平
成
27
年
２
月
21
日
（
土
）

会
場
：
亀
津
小
学
校

【
神
之
嶺
小
　
校
内
研
修
】

【
山
小
　
複
式
研
修
会
】
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1 月の歯科相談日・母子手帳交付日
1 月 15 日（木）；保健センターにて
母子手帳交付受付時間；13：30 ～歯科
相談受付時間；14：00 ～ 14：30
歯科相談対象；妊婦さん・幼児・一般の方、

3か月以上歯科健診・フッ化
物を受けていないお子さん

毎
年
６
月
の
歯
の
衛
生
週
間
で
、

町
内
の
小
中
学
生
よ
り
歯
の
健
康
標

語
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

は
74
作
品
の
中
か
ら
前
元
凌
華
さ
ん

の
『
歯
と
と
も
に 

未
来
に
つ
な
が
る 

健
康
づ
く
り
』
が
選
ば
れ
、
11
月
30

日
の
健
康
ま
つ
り
に
お
い
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

●○マタニティクラスのご案内○●
・妊娠中の心と身体の付き合い方（保健師）
・赤ちゃんの栄養と食事（管理栄養士）
・赤ちゃんのむし歯予防はお母さんから（歯科衛生士）
・バースプランの立て方

日時：1月 23 日（金）　10：00 ～ 11：30
場所：徳之島町保健センター

＊ご参加の場合はご予約よろしくお願いします。
徳之島町保健センター　　TEL：８３－３１２１

ぱくぱくコーナー “野菜あてクイズ”

歯っぴぃコーナー歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯 ぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴ ココココココ ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ

キッズコーナー

毎年盛況ミニ健診コーナー
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2015 年　年頭あいさつ
駅伝大会写真特集
町の話題
町のきばいむん
町からのお知らせ
特集世界自然遺産登録への歩み
町からのお知らせ
美農里館だより／教育委員会だより
健康トピックス
わきゃ学校自慢（井之川中
学校）／題字紹介／目次
戸籍の窓／写真展等

02
03
04
05
06
08
10
13
14
15
16

index

表紙写真

11 月 16 日第 2回徳之島町地区対
抗駅伝競走大会が開催されました。
選手たちは、県道を力いっぱい駆け
ぬけ、次の走者へ地区のタスキをつ
なぎました。

表紙のイラスト
アカヒゲ

国の天然記念物、
絶滅危惧Ⅱ種。上面
部の赤茶色が美しい。
照葉樹林の茂った谷
間などの薄暗い所で
見られる。
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■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
報
と
く
の
し
ま
　
2015．

1
月
号
　
№
488

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

猫の不妊手術（無料）の
申込み受付中！
※詳しくはＰ６に掲載

徳之島三町では、公益財団法人どうぶつ基金の
協力を得て下記の日程で今年度第２回目の猫の無
料不妊手術事業を行います。
■場所　旧徳之島農業高校 理科実験室（伊仙町）
■手術日　１月 26 日（月）～ 30 日（金）

（午前９時～午後５時）


